
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
学
園
祭
・

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
が
、
今
年
も

10
月
11
日
（
土
）
～
12
日

（
日
）
の
２
日
間
、
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
の
フ
ェ
ス
タ

は
第
８
回
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
学
生
や

同
窓
生
、
教
職
員
が
協
力
し

て
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
を
楽
し

い
学
び
の
場
に
す
る
た
め
に

毎
年
、
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

担
当
の
各
サ
ー
ク
ル
が
そ
れ

ぞ
れ
魅
力
的
な
催
し
を
企
画

し
て
、
日
頃
の
成
果
を
発
表

し
た
り
、
会
員
以
外
の
一
般

の
方
々
も
楽
し
ん
で
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と

知
恵
を
絞
っ
て
き
ま
し
た
。

だ
い
た
い
の
イ
ベ
ン
ト
の

流
れ
は
掲
載
し
た
日
程
表
を

見
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
主

な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

10
月
11
日
（
土
）

９
階
の
第
１
講
義
室
で
は
、

12
時
半
か
ら
熟
年
会
の
公
開

勉
強
会
が
行
わ
れ
、
８
階
の

講
堂
で
は
、
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
が
華
や
か
な
ダ
ン

ス
を
披
露
し
ま
す
。
そ
の
後

は
、
未
来
の
会
に
よ
る
民
話

の
継
語
り
が
あ
る
ほ
か
、
放

送
大
学
の
來
生
新
副
学
長
の

公
開
講
演
会
「
200
カ
イ
リ
時

代
の
日
本
の
海
の
管
理
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
講
演

会
の
後
に
は
、
來
生
副
学
長

を
囲
ん
で
、
茶
話
会
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す

10
月
12
日
（
日
）

13
時
か
ら
、
第
１
講
義
室

で
フ
ェ
ス
タ
恒
例
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
オ
ペ
ラ
を
楽
し
む
オ
ペ
ラ

鑑
賞
会
が
あ
り
ま
す
。
８
階

講
堂
で
は
健
康
体
操
や
朗
読

の
会
「
こ
こ
ろ
」
に
よ
る
朗

読
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
と
盛
り

だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
フ
ェ
ス
タ
は
最

後
に
沢
山
の
方
が
心
待
ち
に

し
て
い
る
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ

で
幕
を
閉
じ
ま
す
。

２
日
間
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
各
団
体
活
動
の
展

示
（
第
２
講
義
室
）
、
バ
ザ
ー

（
第
３
講
義
室
）
、
個
人
作

品
展
示
（
第
４
・
５
講
義
室
）

が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

９
階
ロ
ビ
ー
に
は
、
お
馴
染

み
の
茶
席
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
９
階
ロ
ビ
ー
で
、

俳
句･

川
柳
大
会
も
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

平
成
26
年
９
月
28
日
（
日
）

午
前
11
時
か
ら
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
８
Ｆ
講
堂
に
お
い

て
、
平
成
26
年
度
第
１
学
期

の
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
卒
業
生
・

修
了
生
は
92
名
で
、
併
せ
て

生
涯
学
習
奨
励
賞
の
授
与
も

行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
式
終
了
後
、
同
窓

会
主
催
に
よ
る
祝
賀
会
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者
】

・
金

賞

江
川
康
範
、
白
鳥

誠

・
銀

賞

崇
島
三
郎
、
武
村
勝
人
、

土
田
清
作
、
松
尾

孝
、

松
尾
洋
子
、
矢
野
公
士

平
成
26
年
度
第
２
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
10
月
４

日
（
土
）
午
後
1
時
30
分
か

ら
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
Ｆ

講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

終
了
後
に
は
、
例
年
通
り

学
習
相
談
、
各
サ
ー
ク
ル
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
学
期
の
出
願
者
（
集
団

入
学
を
除
く
）
は
、
全
国
で

１
７
８
６
０
名
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
は
856
名
で
し
た
。

今
年
度
の
学
生
研
修
旅
行

は
11
月
４
日
（
火
）
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
「
筑
波
山
か
ら

関
東
平
野
を
一
望
し
、
筑
波

宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
宇
宙
開
発

の
技
術
を
見
る
」
を
テ
ー
マ

に
筑
波
山
、
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
を
見
学

し
ま
す
。

9
月
24
日
（
水
）
か
ら
受

付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
参

加
希
望
の
方
は
、
事
務
室
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
は
30
名
、
先
着
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
、
「
学
生
教
育
研
究
災
害

傷
害
保
険
」
へ
の
加
入
が
必

要
で
す
。
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学
生
新
聞

第
８
回
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
学
園
祭

フ
ェ
ス
タ
に
集
い
、
仲
間
と
交
流
を

來
生

新
副
学
長
の
講
演
は
11
日

「
転
校
生
」

笹
原
誠
二

私
の
父
が
国
鉄

（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
）
に

勤
め
て
い
た
た
め
か
、

父
の
転
勤
の
度
に
私

は
小
学
校
だ
け
で
も

九
州
管
内
を
４
回
あ
ま
り
転

校
し
た
。
初
め
て
大
分
市
の

小
学
校
に
入
学
し
た
４
月
の

中
頃
、
や
っ
と
登
下
校
の
道

を
覚
え
て
、
隣
の
席
の
女
の

子
の
胸
の
ハ
ン
カ
チ
に
書
か

れ
た
名
前
が
読
め
る
よ
う
に

な
っ
た
矢
先
、
突
然
、
北
九

州
・
門
司
の
小
学
校
に
転
校
。

そ
の
後
半
年
も
経
た
な
い
う

ち
に
、
同
じ
市
内
の
別
の
小

学
校
に
転
校
と
な
っ
た
。

も
う
、
暫
く
は
転
校
す
る

事
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
ら
、
３
年
生
の
春
に
は

筑
豊
炭
田
の
中
心
地
・
直
方

市
の
小
学
校
へ
転
校
。
そ
し

て
５
年
生
に
な
る
春
に
は
ま

た
鹿
児
島
市
の
小
学
校
へ
転

校
と
な
っ
た
。
転
校
す
る
度

に
教
科
書
は
変
わ
る
し
、
慣

れ
親
し
ん
だ
友
達
も
最
初
か

ら
洗
い
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。

鹿
児
島
へ
向
か
う
列
車
を
ク

ラ
ス
の
仲
間
や
先
生
に
見
送

ら
れ
た
時
は
、
思
わ
ず
涙
が

あ
ふ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。

鹿
児
島
に
転
校
し
た
際
、

鹿
児
島
弁
で
話
し
か
け
ら
れ

て
も
、
さ
っ
ぱ
り
解
ら
ず
何

度
も
聞
き
た
だ
し
て
、
ゆ
っ

く
り
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に

頼
む
こ
と
が
数
か
月
続
い
た
。

担
任
の
先
生
が
「
私
も
長
い

間
、
鹿
児
島
に
住
ん
で
い
る

が
、
い
ま
だ
に
土
地
の
人
の

話
は
さ
っ
ぱ
り
解
ら
な
い
よ
」

と
慰
め
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
２
年
後
の
４
月
、

入
学
し
た
ば
か
り
の
中
学
校

か
ら
、
ま
た
北
九
州
・
八
幡

市
の
中
学
校
へ
転
校
と
な
っ

た
。
中
学
生
以
上
の
転
校
の

場
合
、
理
科
や
社
会
の
選
択

が
異
な
り
困
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。 学生手帳

９
月
６
日
（
土
）
・
７
日

（
日
）
の
両
日
、
宮
城
学
習

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
第
２
回

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
同

窓
会
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

仙
台
は
遠
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
東
北
新
幹
線
で
大
宮

と
仙
台
は
た
っ
た
ひ
と
駅
で

あ
る
。
仙
台
駅
西
口
か
ら
青

葉
通
り
を
抜
け
て
徒
歩
で
約

15
分
、
東
北
大
学
の
片
平
キ
ャ

ン
パ
ス
に
到
着
。
１
日
目
の

会
場
は
、
「
片
平
さ
く
ら
ホ
ー

ル
」
で
あ
る
。
広
い
キ
ャ
ン

パ
ス
の
中
で
、
案
内
の
放
送

大
学
の
旗
や
看
板
に
ホ
ッ
と

す
る
。

内
容
は
、
記
念
講
演
と
修

士
論
文
・
卒
業
研
究
の
発
表

会
で
、
講
師
は
埼
玉
で
も
ご

講
演
を
頂
い
た
前
副
学
長
、

現
図
書
館
長
の
吉
田
光
男
先

生
で
あ
る
。
演
題
は
「
チ
ャ

ン
グ
ム
・
ト
ン
イ
・
サ
ム
ス

ン
電
子
」
―
韓
流
歴
史
ド
ラ

マ
を
通
し
て
見
る
韓
国
と
日

本
の
歴
史
認
識
―
。
佐
々
木

同
窓
会
宮
城
野
会
会
長
・
原

所
長
・
同
窓
会
連
合
会
矢
野

会
長
代
行
の
挨
拶
に
続
い
て

の
ご
講
演
は
、
広
い
会
場
を

埋
め
た
聴
衆
を
魅
了
し
、
予

定
時
間
オ
ー
バ
ー
に
も
拘
ら

ず
、
も
っ
と
聴
き
た
く
て
残

念
な
思
い
さ
え
し
た
。

研
究
発
表
は
「
山
の
神
に

つ
い
て
の
一
考
察
」
安
喰
由

幸
さ
ん
、
「
看
護
学
生
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
主
体
性

の
関
連
」
傍
島
智
子
さ
ん
、

「
義
務
教
育
学
校
の
統
廃
合

の
変
遷
」
に
関
す
る
歴
史
的

研
究
―
石
巻
市
雄
勝
地
区
の

事
例
を
通
し
て
―
森
俊
英
さ

ん
の
三
題
で
、
熱
心
な
発
表

と
講
評
・
質
問
に
、
こ
れ
ま

た
時
間
オ
ー
バ
ー
と
な
っ
た

が
、
会
場
使
用
の
限
界
時
間

ま
で
議
論
は
白
熱
し
た
。

二
日
目
の
会
場
は
、
片
平

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
宮
城
学
習

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
風
格
あ

る
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
は
、
関

東
大
震
災
の
前
年
に
建
築
さ

れ
た
東
北
大
学
の
歴
史
的
建

造
物
で
、
３･

11
の
震
災
で

も
ほ
と
ん
ど
被
害
は
無
か
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
周
辺
に
は

樹
齢
百
年
を
誇
る
仙
台
市
指

定
の
保
護
樹
木
や
種
々
の
樹

木
が
数
多
く
、
セ
ン
タ
ー
玄

関
前
の
小
庭
園
は
由
緒
あ
る

樹
木
園
を
整
備
し
た
も
の
と

聞
い
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
に
は
、

北
海
道
・
青
森
・
秋
田
・
山

形
・
宮
城
と
長
崎
同
窓
会
に

連
合
会
本
部
が
加
わ
り
２
６

名
が
参
加
し
た
。
こ
こ
で
の

議
論
も
時
間
が
足
り
な
い
ほ

ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

だ
れ
も
が
良
い
会
で
あ
っ
た

と
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

会
の
開
催
に
あ
た
り
セ
ン

タ
ー
や
学
生
さ
ん
に
働
き
か

け
て
努
力
さ
れ
た
宮
城
野
会

の
皆
様
の
一
致
団
結
し
た
一

生
懸
命
な
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

宮
城
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会

会
長

森
岡
加
代

卒
業
証
書･

学
位
記授

与
式

平
成
26
年
度
第
２
学
期

入
学
者
の
集
い
開
催

探
訪
コ
ー
ナ
ー

東北大学片平キャンパス内の宮城学習センター

私
は
在
職
中
、
旧
浦
和
市
の

遺
跡
調
査
会
埋
蔵
文
化
財
「
考

古
学
」
発
掘
調
査
主
任
を
務
め

て
い
た
。

退
職
後
は
放
送
大
学
で
学
び
、

平
成
22
年
、
人
間
と
文
化
の
専

門
科
目
「
考
古
学
」
を
履
修
し

た
。
講
師
は
京
都
大
学
大
学
院

の
泉
拓
良
教
授
と
上
原
克
人
教

授
だ
っ
た
。
最
初
は
不
合
格
だ
っ

た
が
、
次
学
期
に
な
ん
と
か
合

格
し
た
。
そ
し
て
是
非
と
も
、

泉
先
生
に
お
会
い
し
た
い
と
考

え
た
の
だ
っ
た
。

考
古
学
の
質
問
が
あ
る
旨
の

手
紙
を
書
き
、
私
が
発
掘
調
査

を
担
当
し
た｢

浦
和
市
大
間
木･

内
谷
・
吉
場
遺
跡
発
掘
調
査
報

告
書｣

を
お
送
り
し
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
24
年
５
月
、
泉
先

生
か
ら
京
都
大
学
総
合
博
物
館

に
来
る
よ
う
に
と
の
連
絡
を
頂

い
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

ホ
テ
ル
を
出
て
地
下
鉄
を
乗

り
継
ぎ
、
バ
ス
停
の
百
万
遍
で

降
り
、
京
都
大
学
を
初
め
て
訪

れ
、
博
物
館
へ
向
か
っ
た
。

泉
先
生
は
既
に
来
ら
れ
て
い

た
。
簡
単
な
自
己
紹
介
を
し
た

後
、
「
考
古
学
」
は
再
試
験
を

受
け
て
、
成
績
Ｃ
で
合
格
し
た

事
を
話
す
と
、
「
難
し
く
て
す

い
ま
せ
ん
」
と
逆
に
、
謝
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
文
学
部
史
学
科
の

博
物
館
実
習
で
、
12
人
の
学
生

さ
ん
ら
と
博
物
館
の
考
古
部
門

の
説
明
を
聞
い
た
。

同
館
地
下
の
収
蔵
庫
は
、
部

外
者
禁
止
の
た
め
同
行
は
で
き

な
か
っ
た
。
先
生
を
待
つ
間
、

常
設
展
示
を
見
て
時
間
を
潰
し

た
。
戻
っ
て
き
た
泉
先
生
と
合

流
し
て
、
正
門
を
入
っ
た
京
大

サ
ロ
ン
で
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を

頂
き
な
が
ら
質
問
を
し
た
。

放
送
大
学
の
卒
業
研
究
で

「
ア
ジ
ア
稲
の
起
源
と
伝
播
」

を
研
究
す
る
テ
ー
マ
と
し
た
こ

と
を
始
め
に
話
し
た
。
ま
た
、

日
本
に
お
け
る
稲
の
起
源
は
い

つ
頃
で
し
ょ
う
か
、
と
訊
ね
た
。

多
く
の
質
問
を
し
た
が
、
先
生

に
お
会
い
で
き
た
感
激
に
酔
い
、

後
は
よ
く
憶
え
て
は
い
な
い
。

４
時
ま
で
楽
し
い
語
ら
い
の
時

を
過
ご
し
た
。
そ
し
て
、
泉
先

生
と
硬
い
握
手
を
し
て
別
れ
た
。

先
生
と
の
出
会
い
と
語
ら
い

は
、
一
生
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

遙
々
京
都
ま
で
来
た
甲
斐
が
あ

り
、
大
い
な
る
収
穫
と
な
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
考
古
学
の
新

発
見
に
注
視
を
し
て
、
泉
先
生

と
共
に
見
守
り
た
い
の
で
あ
る
。

泉
拓
良
教
授
は
平
成
25
年
３

月
、
京
都
大
学
を
退
官
さ
れ
た
。

泉
拓
良
先
生
と
の
出
会
い

木
村
俊
夫

学
生
研
修
旅
行
は

11
月
４
日
（
火
）

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー

一般公開講演会

200カイリ時代を迎えた現在、

海洋国家と言われる日本は今後、
何をすべきか。

講師：來生 新
放送大学 副学長

10月11日(土)
14:00～15:30

場所：放送大学埼玉学習センター

８F講堂 (申込順：100名）
申込は以下のHPから

http://www.sc.ouj.ac.jp/

center/saitama/

「２００カイリ時代の
日本の海の管理」

＊
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
科
学
談
話

会｢

光
合
成
」
＝
永
澤
明

10
月
５
日
（
日
）

14
時
～
15
時
半

＊
サ
ロ
ン
あ
ん
ど
う
「
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
は
『
夢
の

超
特
急
か
？
』
」

＝
安
藤
陽
客
員
教
授

10
月
21
日
（
火
）

14
時
半
～
16
時

＊
サ
ロ
ン
宇
田｢

英
国
短
編

小
説
を
読
む
」

＝
宇
田
和
子
客
員
教
授

11
月
22
日
（
土
）

10
時
～
12
時

泉拓良教授

い
ろ
い
ろ
な｢

サ
ロ
ン｣

で
学
び
の
秋
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か



★
10
月
4
日
（
土
）

「
入
学
者
の
集
い
」
で
サ
ー

ク
ル
案
内
と
会
員
募
集

★
10
月
11
日
（
土
）

10
月
12
日
（
日
）

「
第
8
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」

開
催
と
参
加
の
呼
び
か
け

★
11
月
19
日
（
水
）

「
横
須
賀
軍
港
め
ぐ
り
」

京
急
品
川
駅
改
札
口
に

10
時
集
合

★
定
例
活
動
日

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

場
所
＝
第
５
講
義
室

時
間
＝
13
時
～
16
時
半

★
体
験
歓
迎

＊
10
月
は
休
会
（
フ
ェ
ス

タ
参
加
の
た
め
）

★
毎
週
火
曜
日
に
開
催

９
月
30
日
、
10
月
７
日

10
月
21
日
、
28
日
、

11
月
４
日
、
11
日
、

11
月
18
日
、
25
日

時
間
＝
10
時
半
～
12
時

★
定
例
開
催
日

10
月
18
日
（
土
）

10
月
25
日
（
土
）

★
定
例
会

10
月
７
日
、
21
日
、
28
日

★
定
例
会･

勉
強
会
＝

10
月
11
日
（
土
）

・
場
所
＝
第
１
講
義
室

・
定
例
連
絡
＝
12
時
～
30
分

・
公
開
勉
強
会
＝

12
時
半
～
14
時

「
国
有
財
産
の
現
状
に

つ
い
て
」

★
フ
ェ
ス
タ
公
開
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
教
室

場
所
＝
９
階
実
習
室

10
月
12
日
（
日
）

時
間
＝
10
時
～
12
時

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

10
時
15
分
～
15
時
15
分

午
前
中
ワ
ー
ド
、
午
後

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

★
10
月
の
イ
ベ
ン
ト

・
開
催
日
＝
10
月
16
日
（
木
）

「
横
浜
中
華
街
ラ
ン
チ
＆

山
下
公
園
、
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
見
学
（
試
飲
付
）
」

★
9
月
28
日
（
日
）

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与

式
＝

８
階

講
堂
Ａ

終
了
後
、
祝
賀
会
を
開
催

会
費
千
円
・
乞
ご
参
加

★
学
歌
で
祝
い
ま
し
ょ
う

９
月
28
日
（
日
）
＝
卒
業

証
書
・
学
位
記
授
与
式

10
月
４
日
（
土
）
＝
入
学

者
の
集
い

皆
さ
ん
が
心
待
ち
に
し
て

い
る
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
が
、
間

も
な
く
開
催
さ
れ
ま
す
。
参

加
の
経
験
が
無
い
人
も
、
今

年
は
是
非
、
参
加
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
発
見

が
で
き
ま
す
よ
。
そ
し
て
、

そ
の
発
見
を
新
聞
に
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。

（
冬
）

第３４号 学 生 新 聞 平成２６年９月１８日2

世
界
文
化
遺
産
の
「
富
岡

製
糸
場
及
び
絹
産
業
遺
産
群
」

は
、
繭
を
生
糸
に
加
工
す
る

「
富
岡
製
糸
場
」
と
蚕
の
卵

を
生
育
し
蚕
か
ら
繭
を
取
り

出
す
「
絹
産
業
遺
産
群
」
、

つ
ま
り
「
田
島
弥
平
旧
宅｣

（
伊
勢
崎
市
）･

｢

高
山
遺
跡｣

（
藤
岡
市
）
及
び｢

荒
船
風
穴｣

（
下
仁
田
町
）
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
で
は
、
「
蚕
」･

「
田
島
弥
平
旧
宅｣

と
当
該
旧

宅
が
何
故
伊
勢
崎
市
に
所
在

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
蚕
」
は
、｢

鱗
翅
目
・
蚕

蛾
科｣

に
分
類
さ
れ
る
蝶･

蛾

の
仲
間
で
あ
り
卵
か
ら
孵
化

し
て
幼
虫
、
サ
ナ
ギ
を
経
て
、

羽
化
し
て
成
虫
に
な
る
。
繭

を
作
る
ま
で
に
は
、
孵
化
か

ら
４
週
間
ほ
ど
か
か
る｡

こ
の

間
、
成
長
を
続
け
る
蚕
は
脱

皮
を
４
回
く
り
返
す
。
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
幼
虫
は
「
１

齢
（
レ
イ
）
」
。
以
後
脱
皮

す
る
度
に｢

２
齢｣

･
｢

３
齢｣

･

｢

４
齢｣

･
｢

５
齢｣

と
言
う
。

「
５
齢
」
の
終
わ
り
頃
、

桑
の
葉
を
食
べ
な
く
な
っ
た

蚕
は
、
体
が
透
き
通
っ
た
飴

色
に
変
化
し
て
「
熟
蚕
」
と

な
り
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
２

～
３
日
間
絹
糸
を
吐
き
続
け

て
繭
を
作
る
。
吐
き
出
さ
れ

た
絹
糸
は
一
本
だ
が
、
長
さ

1.3
㎞
か
ら
1.5
㎞
程
に
な
る
。

幼
虫
は
繭
の
中
で
サ
ナ
ギ
→

成
虫
と
な
り
、
繭
に
穴
を
開

け
て
外
に
出
て
交
尾
を
す
る
。

雌
は
大
体
500
粒
ぐ
ら
い
を
産

卵
す
る
。
成
虫
の
寿
命
は
４

～
５
日
と
短
い
。

「
田
島
弥
平
旧
宅｣

の
田
島

弥
平
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
、
優
良
な
蚕
種
（
さ

ん
し
ゅ
）
を
生
産
す
る
養
蚕

技
法
「
清
涼
育
」
（
せ
い
り
ょ

う
い
く
）
を
体
系
的
に
完
成

さ
せ
る
と
と
も
に
、
規
範
と

な
る
養
蚕
用
建
物
を
発
案
し
、

近
代
養
蚕
飼
育
法
の
確
立
を

図
っ
た
。
養
蚕
用
建
物
の
構

造
は
、
１
階
住
居
、
２
階
養

蚕
室
、
屋
根
の
上
に
乗
る
小

屋
根
は
「
や
ぐ
ら
」
と
呼
ば

れ
、
幅
約
1.8
ｍ
、
高
さ
約
2

ｍ
あ
り
、
大
人
が
立
っ
て
容

易
に
移
動
出
来
る
空
間
が
広

が
っ
て
い
る
。
「
や
ぐ
ら
」

に
は
引
き
戸
が
あ
り
、
こ
の

戸
と
２
階
蚕
室
の
四
方
の
窓

を
開
閉
す
る
こ
と
に
よ
り
蚕

室
内
の
環
境
を
調
節
し
た
。

明
治
５
年
田
島
弥
平
は
、

『
養
蚕
新
論
』
を
出
版
し
、

「
清
涼
育
」
の
普
及
に
努
め
、

明
治
後
期
に
「
高
山
遺
跡
」

で
行
わ
れ
た
養
蚕
法
（
清
温

育
）
が
普
及
す
る
ま
で
、
養

蚕
技
術
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
「
田
島
弥
平
旧
宅｣

の
所
在
地
は
伊
勢
崎
市
境
島

村
（
通
称
島
村
）
、
地
図
を

見
る
と
利
根
川
の
右
岸
、
つ

ま
り
埼
玉
県
側
に
食
い
込
ん

で
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
利

根
川
は
川
筋
に
住
む
人
に
恵

み
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、

暴
れ
川
で
あ
っ
た
。
通
常
の

田
畑
で
は
す
ぐ
水
に
浸
か
っ

て
し
ま
い
生
活
出
来
な
く
な

る
の
で
、
村
人
が
選
ん
だ
の

は
上
流
か
ら
運
ば
れ
た
土
砂

で
も
栽
培
で
き
る
桑
を
植
え

て
生
計
を
た
て
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
１
８
４
４
年
（
弘
化
元

年
）
田
島
弥
平
は
父
親
と
と

も
に
奥
羽
等
で
養
蚕
法
を
学

び
境
島
村
に
広
め
、
江
戸
時

代
末
期
、
島
村
の
約
300
戸
数

の
内
約
250
戸
、
つ
ま
り
約
83

％
が
蚕
種
製
造
に
携
わ
っ
た
。

こ
れ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
養

蚕
事
情
が
影
響
し
て
い
る
、

19
世
紀
半
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
蚕
に
微
粒
子
病
が
蔓
延
し
、

大
量
の
健
康
な
蚕
種
を
必
要

と
し
て
、
日
本
か
ら
輸
入
の

機
運
が
高
ま
っ
た
。

境
島
村
は
利
根
川
沿
い
に

あ
り
、
「
島
村
蚕
の
ふ
る
さ

と
公
園
」
の
脇
に
あ
る
利
根

川
堤
防
に
は
「
海
か
ら
177･

５

㎞
」
の
表
示
が
有
り
、
蚕
種

を
横
浜
へ
運
ぶ
水
運
に
恵
ま

れ
た
土
地
と
言
え
る
。
蚕
種

の
輸
出
に
あ
た
り
横
浜
居
留

地
貿
易
商
に
主
導
権
を
握
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
事
態
改
善

の
た
め
に
は
、
自
ら
直
接
輸

出
し
か
な
い
と
考
え
た
島
村

の
養
蚕
農
家
は
、
１
８
７
２

年
（
明
治
5
年
）
島
村
勧
業

会
社
を
結
成
、
１
８
７
８
年

（
明
治
11
年
）
に
は
東
京
府

（
現
東
京
都
）
に
出
張
所
を

設
立
し
直
接
販
売
を
行
っ
た
。

１
８
７
９
年
（
明
治
11
年
）

田
島
弥
平
た
ち
は
イ
タ
リ
ア

の
ミ
ラ
ノ
に
出
向
き
蚕
種
を

現
地
で
販
売
、
現
在
の
貨
幣

価
値
に
換
算
し
て
３
億
円
ほ

ど
の
利
益
を
上
げ
て
い
た
。

次
回
は
、｢

高
山
遺
跡｣

（
藤
岡
市
）
と｢

荒
船
風
穴｣

（
下
仁
田
町
）
を
記
す
予
定

で
あ
る
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

《
火
の
玉
不
動
》
（
承
前
）

前
号
で
は
、
身
を
焦
が
し

た
恋
を
諦
め
、
絶
望
し
て
高

台
橋
か
ら
身
を
投
げ
た
千
鳥

の
霊
魂
を
慰
め
る
た
め
に
、

「
お
女
郎
地
蔵
」
が
建
て
ら

れ
た
と
い
う
地
域
に
伝
わ
る

伝
承
を
話
し
た
。

そ
の
後
日
談
で
あ
る
。

「
お
女
郎
地
蔵
」
が
建
て

ら
れ
た
後
も
、
高
台
橋
付
近

に
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
ぶ
火
の
玉

は
無
く
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
火
の
玉
は
高
台
橋
か
ら
身

投
げ
を
し
た
千
鳥
の
霊
魂
だ

と
い
う
噂
が
多
か
っ
た
が
、

実
は
、
「
お
女
郎
地
蔵
」
の

傍
ら
に
い
か
め
し
い
形
相
で

立
っ
て
い
る
不
動
明
王
の
仕

業
だ
と
い
う
説
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
正
体
を
見

極
め
よ
う
と
意
気
込
む
沢
山

の
力
自
慢
や
腕
自
慢
が
出
か

け
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
人

間
相
手
な
ら
ば
恐
れ
を
知
ら

な
い
屈
強
な
力
自
慢
や
腕
自

慢
も
、
戦
う
相
手
が
人
間
で

は
な
い
と
な
る
と
、
ど
う
に

も
気
味
が
悪
く
て
、
近
寄
る

事
が
で
き
な
い
。

つ
い
に
あ
る
夜
、
決
死
の

覚
悟
を
決
め
た
一
人
の
男
が
、

必
ず
や
火
の
玉
の
正
体
を
見

極
め
よ
う
と
、
し
と
し
と
と

小
雨
の
降
る
中
を
松
の
陰
に

潜
ん
で
待
ち
構
え
た
。
す
る

と
高
台
橋
付
近
か
ら
、
人
魂

の
よ
う
な
も
の
が
尾
を
引
い

て
流
れ
る
よ
う
に
飛
ん
で
き

た
。
男
は
思
い
切
っ
て
、
渾

身
の
力
を
込
め
て
、
そ
の
火

の
玉
に
斬
り
つ
け
た
。
そ
の

途
端
、
「
ギ
ャ
ー
」
と
い
う

声
と
共
に
、
火
の
玉
は
消
え

て
し
ま
っ
た
。
男
が
火
の
玉

が
消
え
た
暗
が
り
を
じ
っ
と

見
据
え
る
と
、
も
の
凄
い
形

相
の
男
が
立
っ
て
い
た
。

「
お
前
は
誰
だ
」
と
尋
ね
る

と
、
「
我
は
不
動
明
王
な
り
」

と
答
え
た
。
男
が
「
不
動
明

王
な
の
に
、
剣
を
持
っ
て
い

な
い
で
は
な
い
か
」
と
言
う

と
、
「
お
前
に
今
、
剣
を
斬

り
落
と
さ
れ
た
」
と
言
っ
て

消
え
て
し
ま
っ
た
。

翌
日
、
男
が
高
台
橋
へ
確

か
め
に
行
く
と
、
「
お
女
郎

地
蔵
」
の
隣
に
は
、
石
の
不

動
明
王
が
怖
い
顔
で
立
っ
て

い
た
が
、
剣
を
持
つ
腕
は
切

り
落
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
以
来
、
人
々
は
、
そ

の
不
動
明
王
を
「
火
の
玉
不

動
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
云
わ
れ
て
い
る
。

人
々
が
敢
え
て
「
火
の
玉

不
動
」
と
呼
ん
で
祀
っ
た
の

は
、
不
動
明
王
の
心
理
を
慮
っ

た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

徳
次
郎
へ
の
怒
り
と
同
時
に
、

薄
幸
の
千
鳥
に
対
す
る
不
動

明
王
の
憐
憫
の
情
が
鎮
魂
の

火
の
玉
と
な
っ
て
、
夜
ご
と

彷
徨
い
出
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
地
域
の
人
々
は
考
え

た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
不

動
明
王
の
優
し
い
心
根
を
読

み
取
っ
て
、
「
火
の
玉
」
の

尊
称
を
冠
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、

「
火
の
玉
不
動
」
の
憤
怒
の

形
相
に
、
別
の
面
貌
を
見
る

想
い
が
す
る
。

こ
の
地
域
で
は
、
自
治
会
・

商
店
会
が
中
心
と
な
り
「
出

会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
そ
し
て

お
友
達
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
し
た
「
さ
い
た
ま
新
都
心

お
地
蔵
ま
つ
り
」
が
毎
年
５

月
に
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
『
四
方
山
話
』
は
、

た
ま
た
ま
、
川
口
か
ら
自
転

車
で
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

行
く
途
中
で
、
不
思
議
な
祠

に
遭
遇
し
た
事
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
興
味
が
広
が
っ
て
取

材
に
つ
な
が
っ
た
。

考
え
て
み
る
と
、
埼
玉
県

に
は
も
っ
と
様
々
の
民
話
や

伝
承
が
、
沢
山
残
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

折
角
、
埼
玉
県
に
居
住
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
埼
玉
県
の
民
話

や
伝
承
を
調
べ
て
み
る
の
も

面
白
い
と
思
う
。

読
者
の
方
々
も
、
居
住
し

て
い
る
地
域
に
残
さ
れ
て
い

る
民
話
や
伝
承
な
ど
を
、
是

非
、
知
ら
せ
て
欲
し
い
。
あ

る
い
は
、
直
接
、
新
聞
へ
の

投
稿
な
ど
も
歓
迎
す
る
。

世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
」
④

富
岡
製
糸
場
及
び
絹
産
業
遺
産
群荒

川
良
雄

埼
玉
同
窓
会

囲
碁
専
科

ひ
と
ひ
ら
の
甲
骨
片
や
星
祭

十
詩

涼
新
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
波
の
音

明
美

祖
父
の
手
の
定
か
な
り
け
り
門
火
焚
く

由
美

手
の
ひ
ら
の
新
涼
の
水
匂
ふ
な
り

規
子

新
涼
や
造
り
酒
屋
の
奥
の
奥

八
重
子

新
涼
の
わ
け
て
も
空
の
青
さ
か
な

保
子

短
夜
の
爪
で
か
き
た
す
生
命
線

安
代

秋
出
水
砂
に
折
れ
伏
す
屋
根
瓦

と
く
江

夕
映
の
阿
修
羅
像
な
る
秋
思
か
な

光
娥

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

四
方
山
話

永
見
洋
介

剣
を
持
つ
腕
が
無
い
不
動
明
王

現
在
の
高
沼
用
水
と
駅
ホ
ー
ム

田島弥平の肖像画

換気装置(やぐら)を備えた蚕室

＊第１回 11月20日(木)

｢アメリカンドリームに惹かれて

－ニューヨーク・ナイアガラ」

＊第２回 12月18日(木)

｢伝統と改革のはざまで－南部｣

＊第３回 2015年1月15日(木)

｢地平線に向かって走れ

－五大湖～大平原｣

＊第４回 2015年2月12日(木)

｢フロンティアの残照

－アリゾナ･ニューメキシコ｣

＊申込 埼玉学習ｾﾝﾀｰ10階受付へ

＊TEL：048-650-2611

サロン「かんの」
｢アメリカ魂のふるさと｣を見る
埼玉学習センター所長 : 菅野峰明


